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地理空間情報の利活用戦略に向けて；
産官学協議会への期待

平成２０年１０月１６日
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全体構成

• 地理空間情報（「情報＋位置・場所」＋測位サービス）の活用は国・地方自治
体、民間、学界で数多く試みられている。

– 位置・場所を媒介として情報と実世界を連携させることは今後大きなトレンド。

– 国際競争力を確保し、より有効・高度な情報利活用を実現する上で非常に重要。

• ちなみに、文字検索には言語の壁があるが、位置・場所を利用した検索はユニバーサルである。

• 地理空間情報の利活用形態は多様であるが、時々刻々と変化する実世界情
報（４次元情報）に、測位サービスから得られる位置や場所、時刻をキーにし
てアクセスするという点で共通。

– まず、重複防止、コスト軽減といった視点から、基盤部分の共通化が必要。

– 次に、実世界情報（４次元情報）を媒介にすることで、異なるシステムが自然に連携できるよ
うになる。個別システムの組み合わせからより高度で高付加価値なサービスを実現でき、社
会的便益が大きく、産業創成の観点からも有効。

• 「共通化」「連携化」を実現するため産官学が連携すべき。
– グローバルな展開が可能な技術基盤を構築（逆に海外から攻められる可能性もある。）

– その一方で、以下のように注意して対処すべき課題もある。

• プライバシー保護、個人情報保護

• 安全保障など



3被災前の衛星画像 被災後の衛星画像

災害時における地理空間情報の利用
－ハリケーン「カトリーナ」における事例－

基盤地図上に市民から登録
された被害情報

●グーグルマップス：Google社の地図・位置情報サービス
－地図、衛星写真、マーキング、ＡＰＩなどを提供
－被災後の衛星写真も提供し、被災状況を共有

●地図上に一般市民が被害情報等を記入できるインター
ネット環境を提供→ http://www.scipionus.com/

マークの1つ1つが

市民が登録した被
害情報
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ITSにおける次の競争領域

• 安全や環境負荷抑制のための運転支援
– 高精度で安定的な測位技術と3次元電子地図利用技術、制御技術な

どの組み合わせが重要

カーブの手前（無理なく減速できる
地点）で，カーブの曲率半径，片勾
配の値を入手する必要がある 《車線変更時の警告》

車線数，車線
幅員，どの車
線を走行中か

1. ITS（高度道路交通システム）

アメリカ国防省によるグランドチャレンジ

3次元地図を作
成しながら
自動走行

3次元地図を作
成しながら
自動走行

新鮮で高精度
な3次元地図

が必要

新鮮で高精度
な3次元地図

が必要
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最近のカーナビの国際的な状況

• 近年のPND（Personal Navigation Device）の普及もあ

り、もはや日本が「利用先進国」ではない

世界のカーナビ出荷台数（ITSJapan提言書より）

1. ITS（高度道路交通システム）

欧州

米国

日本

欧州

米国

日本
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EUにおける取組

欧州に関するデジタル地図関連の取組
（ITSJapan提言書より）

1. ITS（高度道路交通システム）

データの新鮮さが一番重要。
我が国では、道路測量成果を保
有する地方自治体との連携が特

に重要なポイント
（電子自治体との連携が必要）

データの新鮮さが一番重要。
我が国では、道路測量成果を保
有する地方自治体との連携が特

に重要なポイント
（電子自治体との連携が必要）
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ECにおける空間情報の統合基盤構築プロジェクト（INSPIRE)
（14 March 2007 EC Directiveによる）
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環境保護を大きな背景として、

• 共通の環境施策（定式化、実装、モニタリング、評価）や市民のために、価値のある
調和のとれた空間情報を整備する

• 互換性を確実にするための共通標準やプロトコルに基づいた、集約された空間情報
提供サービスの確立（広範囲にわたるデータベースのネットワークに基づく）

⇒ 空間情報のための共通基盤（infrastructure） の整備
※これまでに整備が義務化されている空間情報が対象（環境情報公共アクセス指令）

INSPIREの概要（EUによる地理空間情報基盤構築プロジェクト）

主な目的
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【整備方針】

• 2008年5月15日までに、メタデータ整備に関する実装手順（IR）を整備

• さらにそれから5年以内にその規則に基づくメタデータを整備

• 2012年5月15日までに、データのInteroperability確保の国内規則を定める

• プロジェクトは、準備フェーズ（2005～2006）、移行フェーズ（2007～2009）、実装フェーズ
（2009～2019）の3段階で進める計画

• 現在は移行フェーズ（実装のための仕様や実装手順の開発・評価・承認）
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Navitime: Supporting Pedestrian Navigation in the Real World
M. Arikawa, S. Konomi, K. Ohnishi, pp. 21-29 

IEEE Pervasive Computing
Vol.6 No.3, 2007

日本はLBS（位置に基づく情報サービス）先進国
日本はLBS（位置に基づく情報サービス）先進国2. LBS（位置に基づく情報サービス）
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「屋根が多いルート」「階段が少ないルート」を優先したナビゲーションが可能「屋根が多いルート」「階段が少ないルート」を優先したナビゲーションが可能

「雨に濡れたくない」 「階段を避けたい」などの状況に応じた徒歩ルート案内が可能「雨に濡れたくない」 「階段を避けたい」などの状況に応じた徒歩ルート案内が可能

探索した目的地が雨の場合、

「屋根が多いルート」を
優先して案内できます。

電車と徒歩が混在するルートでも、
徒歩ルート部分は

アーケードや地下街を
優先してご案内します。

通常のルート屋根が多いルート

探索した目的地が、

雨の場合・・・

屋内測位と、
駅などの公共空間を中
心とした立体的なフロ
アマップ、歩行者ルート
ネットワークなどが必要。

屋内測位と、
駅などの公共空間を中
心とした立体的なフロ
アマップ、歩行者ルート
ネットワークなどが必要。
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お掃除ロボット Big DogPC Watch「３９，８００円のお掃除ロボット「ルンバ」レポートより

http://pc.watch.impress.co.jp/docs/2002/1226/roomba.htm JARA資料

12

スプレーコントロール

地図表示・編集

薬剤散布制御

ヘッド詰まり監視

計画

施肥

種まき

水・薬品

収穫

生産
ガイダンス

アーム高制御

個体物散布

自動ステアリング

ガイダンス
自動ステアリング

ガイダンス

自動ステアリング

種まき・苗植え

全ての営農プロセスで活用が可能

33--22 ITIT（精密）農業（精密）農業
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スプレーコントロール

地図表示・編集

薬剤散布制御

ヘッド詰まり監視

計画

施肥

種まき

水・薬品

収穫

生産
ガイダンス

アーム高制御

個体物散布

自動ステアリング

ガイダンス
自動ステアリング

ガイダンス

自動ステアリング

種まき・苗植え

全ての営農プロセスで活用が可能

33--22 ITIT（精密）農業（精密）農業
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GPS技術をさらなる新分野に展開

3-3 移動体制御

移動体制御移動体制御
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1970 20001985 1994 2007

既存事業：
測量市場
向け売上

既存事業：既存事業：
測量市場測量市場
向け売上向け売上

新規事業：
土木建設市場

向け売上

新規事業：新規事業：
土木建設市場土木建設市場

向け売上向け売上
MCMC

GPSGPS

光学式測量機器光学式測量機器
7575年の実績年の実績

農業農業

レーザー
レーザー

ポジショニングBUの

販売推移と変遷

ポジショニングBUの

販売推移と変遷

22.. ポジショニングポジショニングBUBUの戦略的事業展開の戦略的事業展開

20020077年度実績年度実績
730730億円億円19851985年度年度

約約140140億円億円

20002000年度年度
299299億円億円

SokkiaSokkiaSokkia
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OIE Project

３次元CADモデルとそれを用いた建設工程シミュレーション

Courtesy: Prof. Heng Li (Hong Kong Polytechinic University)
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実際の作業と工程シミュレーション結果をCGで比較
（Outrigger Installation Day 5）

Courtesy: Prof. Heng Li (Hong Kong Polytechinic University)比較を通じて工程管理が
うまく行くだけでなく、

作業記録も併せて残すこと
で、作業遅れなど「失敗例」
の蓄積と原因解析が可能に

なる。

18

世界的著名科学雑誌 Nature で言及された

将来が期待される３大重要科学技術

Nanotechnology
Biotechnology
Spatial Information Technology
(geotechnology)

The US Department of Labor 
identified spatial 
information technology 
as one of the three most
important emerging 
and evolving fields.
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実世界と情報世界の統合が
Google以降の共通ポイント！

実世界と情報世界の統合が
Google以降の共通ポイント！

Nature
Vol.455 Sep.4 2008

Nature
Vol.455 Sep.4 2008
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移動ロボット
(災害､農業､建設､福祉)

ＩＴＳ（高度道路交通システム）
災害対応
環境監視

救助に向

かう位置

を正確に

知りたい

位置情報サービス
（LBS)

情報検索サービス
電子政府・
自治体
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(X,Y,Z,T)

現在位置
HELP!

環境

災害

物流

移動ロボット
(災害､農業､建設､福祉)

ＩＴＳ（高度道路交通システム）
災害対応
環境監視

救助に向

かう位置

を正確に

知りたい

交通

救急人流

4次元の実空間情報（X,Y,Z,T)

位置情報サービス
（LBS)

情報検索サービス

今、実空間のどこに
何があるか？

次はどうなりそうか？

治安

今、自分はどこにいる
のか？

何が起きているのか？

電子政府・
自治体
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(X,Y,Z,T)

現在位置
HELP!

環境

災害

物流

衛星測位衛星測位

すべての事物・現象の精確な位置と
時刻を与える

移動ロボット
(災害､農業､建設､福祉)

ＩＴＳ（高度道路交通システム）
災害対応
環境監視

救助に向

かう位置

を正確に

知りたい

交通

救急人流

4次元の実空間情報（X,Y,Z,T)

位置情報サービス
（LBS)

情報検索サービス

今、実空間のどこに
何があるか？

次はどうなりそうか？

治安

今、自分はどこにいる
のか？

衛星測位＋実空間情報
を共通に利用することで、
より効果的なサービスの
連携、高度化が可能。

衛星測位＋実空間情報
を共通に利用することで、
より効果的なサービスの
連携、高度化が可能。

何が起きているのか？

電子政府・
自治体

まとめ
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共通化と連携を加速することが重要

• 個別にうまくやっているのだから、そのままでいいのでは？
– 標準化戦略に裏打ちされたグローバルな競争が始まる。

– 個別にやると「ガラパゴス化」するか、滅亡するか!?

• 共通化のメリットは大きい
– データ収集、統合の無駄をできるだけ減らし、コスト競争力を強化

– （もちろん、国際標準化を通じた「仲間作り」が不可欠。）

• システムの連携を促進でき、高付加価値サービスが実現。
– 個々のシステムが、同じ実世界データを利用することで、自然に情報

が連携する。

– 個々のシステムを改良しなくても、全体のサービス水準が大きく向上
する。

– システムの組み合わせを変えるだけで新しい需要、利用形態に対応
した高付加価値サービスを生成できる。
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道路管理システム
（自治体）

道路管理システム
（自治体）

ナビゲーション・
運転支援
システム

ナビゲーション・
運転支援
システム

災害情報
システム

災害情報
システム

道路○号が冠水！

通行できない道路が分かる！

実際に走行してみる

不通になっている道路を
車の走行軌跡から得る

どの道路？
位置と道路IDで識別

できることが重要！

どの道路？
位置と道路IDで識別

できることが重要！

道路ネットワーク

道路復旧完了

通行困難箇所を把握

実世界情報を媒介としたシステム連携

道路ネットワークを媒
介としてシステム連携
が実現すると、サービ
スレベルは格段に向
上する。

26

学術会議からの提言

• 2年強の活動を経て情報学委員会

ユビキタス空間情報社会基盤分科会
（委員長：東大・坂村教授）から
平成20年6月に提言

（メンバー）
委員長 ：坂村健（東大教授）
副委員長：岡部篤行（東大教授）
幹事 ：柴崎亮介（東大教授）
碓井照子（奈良大教授）
村井純（慶大教授）
喜多泰代（産総研主任研究員）
竹内郁雄（東大教授）
鶴保征城（情報処理推進機構SEC所長）

中島秀之（はこだて未来大学学長）
村上輝康（野村総研シニア・フェロー）
萩田紀博（ATR*知能ロボティクス研究所長）

森田喬（法政大教授）

*ATR: 国際電気通信基礎技術研究所
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提言内容

1. 複数の識別体系、時空間参照系の連携を可能とする基盤の実現
産業界の活動を踏まえ、政府が中心となり、さまざまな分野で利用されている時空間の表現体系や参照系を明

示的に記述・定義する。それらの登録、一覧作成、相互変換などを可能とする共通環境（レジストリ）を社会の共
通基盤として構築する。

2. 場所定義とその識別子を明示的に付与することを推進する法体
系の整備
共通に利用されることの多い公共的な構造物・施設や地物などに明示的に体系的な識別子を付与する。記述・

定義された表現体系や参照系に基づいた座標値を有する「アンカーポイント」を設置することなどを推進する法体
系を整備する。併せてそれらから発生するデータ・情報には識別子や空間・時間参照値をメタデータとして付与す
ることを義務化する。また、識別子や参照系、それらのレジストリを分野横断的に管理・認証する組織を政府内に
設置する。

3. 時空間情報を利用する情報検索基盤技術の開発と実装の促進
産業界は、時空間識別情報の添付された「森羅万象」に関するデータや情報、知識を横断的に検索、収集し、

統合を通じてさまざまなサービスに展開できる基盤的プラットフォーム技術の開発と実装を進める。併せて政府は、
開発事業を通じて水平的な産業界の連携や人材の育成を促進する。
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まとめ

• 産官学で政策情報、技術情報などの共有を！
– 地理空間情報の世界は広く、さらに拡大中。

• 森羅万象が対象

• 利用価値も大きく、多様

• 一人で全部知っている専門家はいない

• 個々の努力をしながらも、連携のための仕掛けを埋
め込んでおく。
– データ交換などのための標準化

– 識別IDの体系、位置・場所の表現方法（空間参照系）をオープンにし

、相互の関連づけを可能にする。できれば共通化。

– タテ（応用）とヨコ（技術）のマトリクスを念頭に置いた研究開発戦略

– 併せて、プライバシー、安全保障などに配慮した地理空間情報の利
用に関するガイドラインを作成


